


（b＞でX発光の強度を比較すると比較用のCuCl超微粒子に比

べ、垂直型微小光共振器ではX発光が約3倍に増強した。

　図3（a）に上部2層の垂直型微小光共振器、（b）に比較用

CuCl超微粒子の発光スペクトルを示す。図3（a）、（b）でX

発光の醸を比較する批専用のCuCl超微粒子に比べ、垂直

型微小光共振器ではX発光が約10倍に増強した。また、厭1、

MX　2発光においても非常に大きな増強が観測された。

　上部4層の垂直型微小光共振器においてもX発光の発光強

度を比較する。図4（a），（b）より上部4層の垂直型微小光共振i

器ではX発光において約70倍の増強が観測された。この試料

においても、甑、MX　2発光の発光強度が顕著に増大した。

　以上の結果より、垂直型微小光共振器によって形成される

定在波の腹に光活性層を置くことによって自然放出光の増強

が確認された。また、上部の誘電体多層膜の総数を増加させ

ると発光の増強が大きくなることが確認された。これは上部

に多くの誘電体多層膜を堆積することで光の閉じ込効果が増

大し、電子一光子相互作用が増大したためと考えられる。
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まとめと今後の課題

　誘電体多層膜鏡によって形成される光の定在波の腹位置に

光活性層を堆積させたものは、Sio2　［1　CuCl超微粒子に比べ発

光強度が増大した。また、上部の誘電体多層膜の総数を増加

させたことでさらに発光強度が増大した。

　今後は誘電体多層膜鏡によって形成される定在波の節位置

に光活性層を置くことで自然放出光の抑制を試みる。また、

自然放出光の増大や抑制を理論的に解析し、実験値と比較す

る予定である。垂直型微小光共振器中では光の電磁波の振幅

が増大し、これにより非線形光学効果の増大が予測される。

実際、CdSe　QDsを挟んだ垂直型微小共振器を用いて3次の非

線形光学効果の増大が報告されている3）。今回作製した垂直型

‘微小光共振器においても3次の非線形光学効果の増大が起こ

ると思われるため、非線形光学現象について測定する予定で

ある。
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図2　上部1層の発光スペクトル

　　（a）垂直型微小光共振器

　　（b）　CuCl　QDs　in　SiO2
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図3　上部2層の発光スペクトル

　　（a）垂直型微小光共振器

　　（b）　CuCl　QDs　in　SiO2
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図4　上部4層の発光スペクトル

　　（a）垂直型微小光共振器

　　（b）　CuCl　QDs　in　SiO．g．
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